
ワイズメンズクラブの目的
1.個人的にもまたクラブとしても、その奉仕活動を通じてＹＭＣＡの活動を支援する
2. ワイズメンにふさわしい他の団体を支援する
3. 地域社会や国際的な問題に関心を持ち、一党一派に偏らない正義を追求する
4. 宗教・社会・経済・国際などの諸問題について会員達を啓発し、積極的に参加させる
5. 健全な交友関係を作り出す
6. この協会の国際・地域・区の事業を支援する。

強調月間：ASF
日時：１１月１０日（水）
　　　１９：００～２０：３０
会場：西東京センター+ZOOM（ハイブリッド）
司会：宮内
〈プログラム〉
＊開会挨拶、点鐘、ワイズソング
＊ゲスト、ビジター、メンバー紹介
＊卓話　出沼一弥さん
「放課後等デイサービスの活動紹介」　
＊連絡、報告、にこにこ
＊閉会挨拶、点鐘：渡辺会長

＊11月のハッピー・バースデー　 なし

10月例会報告　　　　

　　　　　　

　　東京武蔵野多摩ワイズメンズクラブ
東京ＹＭＣＡ西東京コミュニティーセンター内　〒186-0002東京都国立市東1-4-20-102

TEL 042-577-6181 FAX 042-577-5574

【 2021～2022主題 】
国際会長                 キム・サンチェ  「Y’s Men with the World」
アジア太平洋地域会長  大野　勉　      　「Make a difference beyond the 100th」
東日本区理事　　　  大久保　知宏　  「私たちは次の世代のために何ができるか？」
あずさ部長　　　　  長谷川　あや子  「道を拓く～愛と協力によって」
東京武蔵野多摩会長  渡辺　大輔　　  「原点に立ち返って何ができるか考えよう」

【クラブ役員】
会　長　　渡辺　大輔
副会長　　小林　文彦　
書　記　　山口　直樹
会　計　　宮内　友弥

　２０２１年１１月３日発行 ２０２１年１１月号（通算２５４号）　

2021年
１１月の聖句

ＩＢＣ　Tsim Sha Tsui Y‘s Men’s Club（香港）、Seoul Han Yang Club（韓国）
ＤＢＣ　神戸学園都市ワイズメンズクラブ　

1１月例会の予定
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在籍者 １０名

出席者 ９名

メーキャップ ０名

出席率 ９０％

ゲスト（リーダー） ０名

ビジター １名

メネット・コメット ０名

にこにこ ０円

自分の命のことで何を食べようか何を飲もうかと、また自分の体のことで何を着ようかと
思い悩むな                                                            マタイによる福音書　第6章25節　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ワイズメンズクラブモットー　強い義務感をもとう　義務は全ての権利に伴う

ワイズの信条
1.自分を愛するように隣人を愛そう
1.青少年のためにＹＭＣＡに尽くそう
1.世界的視野をもって国際親善を図ろう
1.義務を果たしてこそ権利が生ずる事を悟ろう
1.会合には出席第一、社会には奉仕第一を旨としよう

ワイズメンズクラブの目的
1.個人的にもまたクラブとしても、その奉仕活動を通じてＹＭＣＡの活動を支援する
2. ワイズメンにふさわしい他の団体を支援する
3. 地域社会や国際的な問題に関心を持ち、一党一派に偏らない正義を追求する
4. 宗教・社会・経済・国際などの諸問題について会員達を啓発し、積極的に参加させる
5. 健全な交友関係を作り出す
6. この協会の国際・地域・区の事業を支援する。

「あたりまえのこと」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　板村　哲也　　　　　

　メーカーが、自社はこれを作りたいのだ、と強い思い入れで製品
を作っても売れなければどうなるか。会社は倒産する。メーカーは
社会が求めているもの、需要がある物を作り続けなければならない。
ではボランティア活動は。
　ボランティアは一般的には「自発的な意志に基づき他人や 社会
に貢献する行為」と言われており、活動の性格として、「自主性
（主体性）」、「社会性（連帯性）」、「無償性（無給性）」等が
あげられる。その活動は福祉、医療、教育、環境、国際交流、多文
化共生、国際協力、さらにスポーツ、文化、芸術なども含めた多様
な分野で行われている。社会奉仕だけではない。
　ボランティア（英：Volunteer）の語源は、ラテン語の「欲する」
を意味する動詞「velle（不定詞）、一人称単数現在の場合Volō
（英：I will, I want)」で、自発的に行う、望む、したいという
意味。自分の意志で自主的に行うということ。
　人が自主的に無償で行うことは何か。基本的に自分がしたいこと
であろう。したくないこと、せざるを得ないこと（強制、義務）を
行うのはボランティアとは言えない。仕事となる。報酬が得られる
ならしたくないことでもする。生きていくためならやむを得ずする。
　大切な点は社会貢献だが、自分がそのつもりでしていても、自分
がしたくてしていることと、社会が求めていることがずれていては
まずい。ボランティア活動はその性格上、企業経営のような厳しさ
が無く、社会のニーズとギャップがあっても気づきにくい。社会の
ニーズにどの程度添っているかわからないまま、自己満足だけで終
わってしまう可能性がないだろうか。
　「ボランティア」という言葉が日本で一般に使われ始めたのは
1970年頃。それから50年。時代も社会も変化した。昔は少なかった
ボランティア団体も時代と共に増え、活動も増えている。またそれ
らの受け手も増えている。見えにくいがここにも競争原理が働いて
いる。社会や地域のニーズに添い、多数の中から選ばれ、喜ばれる
活動を続けていきたい。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０２１年１１月号

＜１０月例会報告＞

スピーカー　江夏一彰さん
２０２１年１０月１３日　１９：００～２０：３０（Zoomにて）

出席者　ビジター；長谷川(八王子)
クラブ出席者；渡辺、伊佐、江夏、板村、小林、中村、宮内、出沼、山口

　１０月例会は、メンバーの江夏さんより、コロナ下での教会や関係している保育園・幼稚園などの活動状況、又コロナ
に関する今後の見通しなどを話してもらった。
　江夏さんは、聖公会の司祭で、長野県の上田・軽井沢・松本の教会と上田・松本・千曲の保育園、こども園に関わって
いる。また、府中の病院で医者としても働いている。
　まず教会の状況について。江夏さんの所属する聖公会の長野県内の教会は、長野県独自の感染基準で礼拝の開催を決め
ることとした。感染状況が厳しくなったときは教会での礼拝はできなくなり、ウェブでの配信を行った教会もある。ただ、
ネット環境の違いなどで、教会間での差が出てしまっていた。岡谷市にある教会は担当の牧師がネット配信のシステムを
作っていたなど、様々な工夫がされていた。また、そのズームでの礼拝に他教会の信徒も参加できるような配慮をして頂
いた。
　ワイズでも同じであるが、ネットが使用できない方への配慮が大変重要になってきている。担当の上田の教会では、高
齢者も多くネットが使える方のお宅に使えない方に集まってもらうなどの工夫をしている。また、幼児教育関係では特に
保育園は閉めないようにとの行政からの要求もあり、工夫しながら開いていた。
　様々な工夫をして、運動会などの行事も実施した。その中でワクチン接種に関しての差別の問題も生じていた。特に打
てない人へのフォローが大切であった。
　今後の活動は、コロナに良い機会を与えてもらったと考え、今まで行ってきたことを見直しすることが大切である。バ
ザーはミニバザーにし、外にも出で行く工夫を行った。保護者の方もより行事に参加してもらい、当事者としての認識も
してもらった。少人数での参加型保育を行う予定である。
　教会では、一人一人に合わせたきめ細かな対応が必要となってくると思う。コロナだからできないではなく、これもで
きるとの前向きな心掛けでいることが大切。新しいことが行えるようになる。また、今年は昨年流行しなかったインフル
エンザなど他の感染症の流行も考えられ、そちらも気を付けたほうが良い。ともかく、コロナ禍で大変だではなく、今ま
でやっていたことを見直す良い機会をもらったと考え、前に向かって進んでいくことが大切とのことであった。まったく
同感である。
　牧師の立場、保育園の園長の立場、医療従事者の立場からのわかりやすい話であった。ネットをうまく使い、「新健康
増進カフェ」の新たな発信も考えているとのこと、前に進んでいく希望を持たせてもらえた。

（山口直樹）
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１０月例会の様子
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今後のクラブ行事予定

 １１月 １０日（水）19:00-20:30　１１月例会　ハイブリッド開催
 (卓話：出沼さん「放課後等デイサービスの活動紹介」 )　

 １１月２４日（水） 第2例会(事務会) 19:00-　ハイブリッド開催

　＜西東京センターに来る方は18：40以降集合でお願いします＞
　＜メルカリの出品物がある方は当日、西東京センターまでお持ちよりください＞

 １２月　４日（土）16:00-18:00　１２月例会（西センターのクリスマス配信用動画の撮影会）、ZOOM開催

 １２月１８日（土）19:00-21:00　第2例会（忘年会）、ZOOM開催

11月の第１例会、第２例会は、
いずれも西東京センターとZOOMの
ハイブリッド開催で実施します

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０２１年１１月号

＜東京ＹＭＣＡ便り＞

▼10月15日「東京YMCA高等学院を支えるためのチャリティーコンサート」開催
日本基督教団霊南坂教会で行い73人が来場しました。オンラインでも配信しましたが22人が視聴しました。
飯靖子氏（オルガン・ピアノ）と飯顕氏（ヴィオラ）による演奏、東京YMCA高等学院の生徒有志による音楽物語「ピーターと
狼」やトーンチャイムの演奏もあり好評でした。当日に寄せられた募金も含め約17万円が集まり、高等学院の活動のために用い
ります。

▼今後の予定
　・11月13日「ソシアス2021」　
　　会　場：東陽町センター（オンライン参加も可）
　　テーマ：YMCAの会員活動の活性化に向けて

　・12月4日　オンライン講演会「合理的配慮の実際ってどうなってるの？～申請から実際までの流れ～」
　　講師：吉野智子氏（早稲田大学障がい学生支援室コーディネーター）
　　主催：東京YMCA高等学院

（出沼一弥）

12月の第１例会、第２例会は、
いずれも土曜日の開催に変更です

クラブファンド（メルカリ）


